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要旨　伊豆半島南部の蛇石大池湿原でボーリングを行い，6．3mの長さの泥炭質堆積物
を得た。堆積物には，広域テフラの姶良Tn（AT），鬼界アカホヤ（K－Ah）と地域テ
フラのカワゴ平（Kg）が挟まる。テフラの年代と堆積物の放射性炭素年代から，堆積
物最下部の年代は約33，580年前で，最終氷期から後氷期までの連続する堆積物であるこ
とが明らかになった。泥炭質堆積物の花粉分析を行い，分析結果からa帯～h帯の地域
花粉帯に分帯した。優占する花粉群の特徴から，a帯からc帯は最終氷期，　d帯は晩氷
期，e帯からh帯は後氷期に対比される。以上の結果から，伊豆半島南部の森林植生の
変遷は次のように考えられる。最終氷期からマツ科温帯性針葉樹が優占する森林があり，
スギ・コウヤマキ属も伴う（約33，000年前以降）。最終氷期の寒冷化のはじまりはブナ・
カバノキ属の増加開始期である。最寒冷期（約20，000年前～12，950年前）にはブナ・カ
バノキ属が優占林をつくり，スギを伴う。晩氷期（約12，950年前～9，410年前）には最
終氷期に卓越した森林は衰退してスギ・コウヤマキ林が拡大する。後氷期はじめには，
モミ属以外のマツ科針葉樹類は順次減少する。後氷期の温暖化はアカガシ亜属の増加に
よって示され（約8，380年前），その後モミ属が減少する（約5，400年前）。歴史時代には
マツ属が顕著に±曽加をはじめ，同時にスギ属は急激に減少する（約1，660年前）。既存の花
粉分析結果とあわせると，伊豆半島では最終氷期の寒冷期以降にコウヤマキを伴うスギ林
が優占して継続し，歴史時代の始まりごろまで半島を特徴づける森林であったと考えられる。
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はじめに
　伊豆半島では，丹那盆地（東郷・橋屋，1984），一碧湖（叶内ほか，1989），松崎低地（松下，
1990），逆川湿地（三宅ほか，2001）で花粉分析が行われ，植生変遷の概要が明らかにされて
きた。一碧湖では，最終氷期の約3万年前以降には，スギ属・コウヤマキ属とツガ属，モミ属，
トウヒ属t4どの針葉樹林の存在が考えられた。その他の地点の後氷期の堆積物の分析結果から
は，後氷期にシイ・カシの常緑広葉樹林の分布拡大開始後もスギ属の優占が続くことが明らか
にされた。
119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　叶内　敦子
　蛇石大池（字大池田）は，伊豆半島南部の静岡県賀茂郡南伊豆町に位置する，標高385m
の低層湿原である。伊豆半島で最終氷期全体に及ぶ長い年代の堆積物を採取するため，1991
年，1992年に蛇石大池のボーリング調査を行った。これらの調査結果については杉原ほか
（1996）が湿原堆積物の層序とテフラを中心に報告し，得られた材化石，花粉化石については
概要を述べた。
　本論では，1990年に手動式シンウォール型サンプラーで採取した，約6．3mの堆積物の花
粉分析の結果をもとに，最終氷期寒冷期から後氷期の伊亘半島南部の植生変遷について考察す
る。1991年の機械ボーリングの成果については別稿で報告する。
1．調査地域の概要
　蛇石火山は前期更新世に活動した火山で，付近には古い火口と考えられる凹地が分布してい
る（静岡県，1982）。蛇石大池湿原はこれらの凹地のひとつで，標高約380m前後の平坦地を
標高450～500mの稜線が囲み，すり鉢状を呈する（図1，写真1）。凹地底には，かつて水田
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図1　調査地。2万5千分の1地形図「伊豆松崎」
　　　　　　　　　120
伊豆半島南部，蛇石大池湿原堆積物の花粉分析
写真1蛇石大池（1991年6月）
として利用するためにおこなわれた，耕地区画や水路あとが残る。
　調査地に最も近い気象観測地点の松崎は，年平均気温15．9°C，年間降水量1，919・mmで，暖
かさの指数（吉良，1948）は130．7°C・月の暖温帯に相当する。伊豆半島南部の沿岸の石廊崎，
稲取の年平均気温と降水量は，16．5℃／1，832mm，15．6℃／2，301　mmであるが，半島中央部の
湯ヶ島では年間降水量は2，712．2mmに達する（静岡地方気象台HP）。
　伊豆半島の現存植生は，スギ・ヒノキの植林，クヌギ　　コナラ群集などの代償植生が広範
囲を占め，ブナ林などの自然植生は天城山で，ある程度の面積を占ある他は山稜部に点在する。
垂直的植生帯は，標高800mを境に上部は落葉（夏緑）広葉樹林帯，下部は常緑広葉樹林帯
で，常緑広葉樹林帯の上部にはシキミーモミ群集が分布する（宮脇編著，1985）。鈴木・蜂谷
（1951）によると，標高600m以下は常緑広葉樹林帯，600～900mはモミ・ツガ林帯，900m
より上部は落葉広葉樹林帯に相当する。標高385mの蛇石大池湿原のすり鉢状地形の内側斜
面はスギ植林，オオシマザクラの苗畑として使われ，凹地内はヨシの生育する低層湿原で，畦
状の高まりにはヤナギ類がみられた。1991年4月の調査時には10～20cm湛水していた。
2．堆積物の層序と年代
　1991年のボーリングは，34°42〆38”N（日本IHil地系による），標高385　mの地点で行い，　Jai
gH，2，3の3本のコアを得た（図2）。堆積物は泥炭と泥炭質粘土からなり，　Jai　91－3コア
は，深度6．1　m以下は灰褐色の粘土である。テフラはカワゴ平（Kg，　Jai　91－2；深度
1．60～1．65m，　Jai　gl－3；1．67～L76　m），鬼界アカホヤ（K－Ah，　Jai　91－3；2．50～2．60　mに散
在），姶良Tn（AT，　Jai　91－3；5．80～5．90　m）が検出された。テフラの年代は，カワゴ平が
3，126～3，145年前，鬼界アカホヤが7，300年前，姶良Tnが26，000～29，000年前である（町田・
新井，2003）。
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　堆積物の14C年代測定は学習院大学に依
頼した。表1に採取深度，試料，年代測定
値を示した。Jai　g1－3コアの14　C年代は，
テフラの年代とほぼ一致し，泥炭質粘土の
最下部に挟まる姶良Tnテフラと年代測定
結果から，このコアは最終氷期から後氷期
に連続するものであると考えられる。
3．花粉分析
　花粉分析には最も長いJai　g1－3コアを
使用した。試料は湿原表層をOmとして，
深度10cmごとに1cm以内の厚さでコア
を切って約1gを分析に供した。コアには
未採取部分があるため深度0．35m～6．3m
まで58試料を分析した。花粉分析は
KOH法一塩化亜鉛比重分離法一アセト
リシス法（中村，1967）を行った。プレパ
ラートはグリセリンゼリーで封入した。検
鏡は樹木花粉400粒以上を属または科に分
類して計数し，それを基数として出現した
花粉・胞子の出現率をダイアグラムにパー
センテージで示した（図3，図4）。ハンノキ
属は花粉生産量が多く，花粉ダイアグラム
を乱すことがあり，また，低地の湿原と山地
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　図2　蛇石大池湿原の堆積物柱状図
表1蛇石大池湿原堆積物の放射性炭素年代
深度（m） 試　料 C－14年代iyrs　BP） 測定番号
1，00～1．05 泥炭 2010±120GaK－15968
2．50～2．55 木片 7510±200GaK－15969
3．55～3．60 泥炭 9670±260GaK－15970
4．40～445泥炭 19820±370GaK－15971
4．75～4BO泥炭 22390±520GaK－15972
湿原では出現率が大きく変化するため，他地域との比較を考慮して非樹木花粉とした。
　分析結果は主要木本花粉の出現率の変化をもとに，下位から蛇石a帯～h帯の8帯の地域花
粉帯に分帯した。以下に各花粉帯の特徴について述べる。
　a帯（深度6．3～4．9m）：マツ属，ツガ属が優占し，トウヒ属，モミ属，などマツ科針葉樹類
　　　　　　　　　　　花粉が高率であることが特徴である。落葉広葉樹類花粉は低率では
　　　　　　　　　　　あるが連続して出現する。
　b帯（深度4．8～4．5m）：針葉樹類が優占するが，スギ属が顕著に増加し，マツ属，ツガ属は
　　　　　　　　　　　比率が低下する。ブナ属，カバノキ属が増加し始める。
　c帯（深度4．4～3．9m）：マツ科針葉樹類は急激に減少する。スギ属，ブナ属が優占する。落
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図3　蛇石大池湿原の花粉ダイアグラム（樹木花粉）
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図4　蛇石大池湿原の花粉ダイアグラム（非樹木花粉，シダ胞子）
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　　　　　　　　　　　葉広葉樹類は，ブナ属，カバノキ属，クマシデ属はこの花粉帯で
　　　　　　　　　　　最も高率を示す。
　d帯（深度3．8～3．5m）：コウヤマキ属とスギ属が優占する。マツ科針葉樹類，落葉広葉樹類
　　　　　　　　　　　　は比率が減少する。
　e帯（深度3。4～3．Om）：スギ属が優占し，コウヤマキ属とモミ属も比率が増加する。その他
　　　　　　　　　　　　の木本花粉はごく低率で連続するか，1％以下に減少して不連続に
　　　　　　　　　　　　なる。
　f帯（深度2．9～2．Om）：スギ属，アカガシ亜属，シイ・クリ属が優占する。アカガシ亜属は
　　　　　　　　　　　　この花粉帯から連続して出現する。モミ属は減少し，トウヒ属は低
　　　　　　　　　　　　率で不連続になる。
　g帯（深度1．9～0．9m）：スギ属，アカガシ亜属が主要素で，ハシバミ属も増加する。モミ属，
　　　　　　　　　　　　ツガ属はごく低率になる。
　h帯（深度O．8～0．35　in）：マツ属，アカガシ亜属が優占する。スギ属は減少し，コウヤマキ属
　　　　　　　　　　　　はごく低率となる。
　出現した花粉・シダ胞子の総比率は，a帯～e帯では樹木花粉が60％～80％を占める。　f帯
では樹木花粉は50％以下になりハンノキ属花粉が50％以上を占める。g帯は樹木花粉の比率が
90％を超える。h帯では樹木花粉が80％～20％以下まで低下し，非樹木花粉の比率が増加する。
　堆積速度を一定と仮定して花粉帯の年代を1℃年代から算出した。花粉帯下限の年代は，a
帯は約33，580年前，b帯は約22，940年前，　c帯は約20，000年前，　d帯は約12，950年前，　e帯
は約9，410年前，f帯は約8，380年前，　g帯は約5，400年前，　h帯は約1，660年前と考えられる。
4．最終氷期以降の伊豆半島の森林植生
　4－1　蛇石大池湿原周辺森林の変遷
　蛇石大池湿原の分析結果では，スギ属とコウヤマキ属がa帯からh帯まで連続して出現す
る。本論で述べた1991年に採取したボーリングコアにも材化石が含まれるが，1992年に採取
した機械ボーリングコアから大量の材化石が得られ，樹種同定の結果，ヒノキ，コウヤマキ，
アスナロ，スギなどであった（杉原ほか，1996；材化石の同定は森林総合研究所の能城修一氏
による）。材化石の同定結果から，湿原周囲にはスギ・コウヤマキが継続して生育していたこ
とが明らかであり，花粉分析の結果出現したマツ科針葉樹類は，スギ，コウヤマキと分布域が
近い温帯種であると考えられる。
　図5に主要な木本花粉ダイアグラムと湿原周辺に分布した森林を示した。図中の実線はその
森林が優占したことを示し，破線は優占はしないが継続して分布していた時期を示した。蛇石
大池周辺では，（1）マツ属，ツガ属，などのマツ科温帯針葉樹林，②ブナ属を伴う落葉広葉樹林，
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図5　蛇石大池湿原の主要樹木花粉ダイアグラム
（3）スギ・コウヤマキ林，（4）シイ・カシ林，⑤マツ林の1頂に森林が変化したと考えられる。これ
らの森林変化は花粉組成と年代から，a帯～c帯は最終氷期，　d帯は最終氷期から後氷期の移
行期（晩氷期），e帯～h帯は後氷期に対比できる。
　蛇石大池湿原の花粉化石の比率変化は，マツ属，アカガシ亜属を除いて，増加・減少が明瞭
ではなく，約2，000～3，000年の交代期をはさんで緩やかに優占する属が入れ替わる。前述のよ
うに伊豆半島の現在の植生は，シイ・カシ林が分布する常緑広葉樹林帯とブナ林が分布する落
葉広葉樹林帯の境界付近，標高600～800mには温帯針葉樹林であるモミ・ツガ林が分布する。
蛇石大池湿原の花粉分析結果から，最終氷期の伊豆半島南部は温帯針葉樹林が広く分布し（a
帯），その上部に混生する状態でブナなどが生育していたことが示唆される。ブナ属が顕著に
現れる時期は，最終氷期の寒冷化の開始期（b帯）から最寒冷期（c帯），晩氷期（d帯）に対
比されると考えられる。後氷期のはじめには，ブナ属，カバノキ属がほぼなくなり，スギ，コ
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ウヤマキにモミを伴う温帯針葉樹林が成立する（e帯）。その後のシイ・カシ林の成立期（f帯）
には，蛇石大池湿原周辺はハンノキ湿地林が占め温暖化・多雨化したことが考えられるが，依
然としてスギ・コウヤマキ林は優勢であった。ハンノキ湿地林がほぼ消滅する時期にマツ科温
帯針葉樹林はみられなくなる（g帯）。歴史時代（h帯）にはスギ・コウヤマキ林が急激に減
少するとともに，マツ林が優勢になる。この時期は出現する花粉・胞子の比率のなかで，樹木
花粉が20％以下に減少し，周辺の森林そのものが減少したことが考えられる。
　4－2　伊豆半島の植生変遷
　伊豆半島では，丹那盆地（東郷・橋屋，1984），一碧湖（叶内ほか，1989），松崎低地（松下，
1990），逆川湿地（三宅ほか，2001）で花粉分析が行われている。図6に調査地点と宮脇編著
（1985，1986；潜在自然植生図）をもとに作成し，簡略化した潜在自然植生を示した。潜在自
然植生は，植林など人工改変が行われる以前の自然状態の植生分布に極めて近い状態であると
考えられる。丹那盆地，一碧湖，松崎はスダジイ林の分布域に，逆川湿地，蛇石大池湿原はモ
ミ林の分布域に位置する。
　蛇石大池湿原を含む5地点の花粉分析結果から，伊豆半島の植生変遷は次のように考えられ
N
伊東
一碧湖o
◎
伊U半島の潜在自然植生は宮脇編著（1985，1986）をもとに作成し簡略化して示した。
　　　　　　　　　　　図6　伊豆半島の花粉分析地点
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る。一碧湖，蛇石大池湿原の分析結果から，最終氷期以降はマツ科温帯針葉樹林とスギ・コウ
ヤマキ林が分布し，最終氷期の寒冷期に向かってマツ科温帯針葉樹類が衰退したあとにスギ・
コウヤマキ林が優勢となった。後氷期には，松崎低地，蛇石大池湿原では約8，700～8，500年前
頃からシイ，カシなどの常緑広葉樹林が発達を始めた後もスギ林が優勢であった。丹那盆地で
は，アカホヤ降下前後に照葉樹林からスギ林への移行が認められる。歴史時代には，蛇石大池
のh帯にみられるマツ属の増加とスギ属の減少，花粉・胞子の総出現率における樹木花粉の
比率低下は，丹那盆地，一碧湖，逆川湿地でも同様の傾向が認められる。スギ林の衰退はマツ
林の増加によるものと考えられ，この時期には伊豆半島の広範囲で森林そのものが減少したこ
とを示唆している。
　以上の5地点は潜在的な植生分布域は異なるが，花粉分析結果ではすべての分析地点でスギ
林が後氷期も優占したと考えられ，シイ・カシ林の分布拡大以前の伊豆半島は，潜在自然植生
の示すモミ林域を中心に，現在よりも広い地域にスギ林が分布していたことが予想される。ま
た，一碧湖，松崎，蛇石大池では，出現率に違いはあるがコウヤマキ属をともなうことが特徴
的である。
　現在の日本列島には，スギ属，コウヤマキ属は1属1種が分布する。スギ（CryP　tomeria
jαPonicαD．　Don）は，本州～九州・屋久島に分布し，伊豆半島の天城山シラヌタ池付近，標
局600～850mにモミ，カヤ，ヒメシャラなどと混浴して天然林が分布する（林，1951）。松
下（1990）は，松崎低地が最終氷期にスギの逃避地であった可能性を示唆し，蛇石大池の分析
結果はこれを裏付けるものである。伊豆半島にのこる天然林は最終氷期から続いた古いスギ林
の残存である可能性もある。コウヤマキ（SciadoPitys　verticillαtαSieb。　et　Zucc。，写真2）は，
日本特産の1属1種の針葉樹である。中部地方（静岡県の一部，長野県）～九州，福島県・新
潟県に隔離i的に分布し，関東地方には分布しない（林，1951）。伊豆半島にも現在は分布して
いない。コウヤマキは，「木曾の五木，高野の六木」に数えられる古くから利用されてきた針
葉樹で，近畿地方では現在も仏花に利用される（写真3）。コウヤマキはスギと伴に，最終氷
写真2　コウヤマキ（2005年，東京，植栽） 写真3　灌仏会の仏花（2005年，奈良東大寺）
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期から後氷期にかけて伊豆半島の森林を特徴づけるものであり，歴史時代まで継続して分布す
るが，スギ林の衰退に先立って分布がなくなったことが明らかになった。
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Pollen　Analysis　of　the　laishi　oilee　Moordeposit，
　　　in　the　Southern　Part　of　the　Izu　Peninsula
KANAUCHI　Atsuko
　　　A6．3　m－long　peaty　core　was　taken　from／dishi　o漉θmoor，　situated　in　the　southern
part　of　the　lzu　peninsula，　Shizuoka　prefecture．　Two　wide　spread　tephras，　Aira－Tn（AT）
and　Kihαi一ノ1hαhoyα（K－Ah），and　a　regional　tephra，　Kawαgotaira（Kg）were　enbeded　in　the
moor　deposits．　By　calculating　from　these　tephra　age　and　radio　carbon　dates，　the　age　of
the　bottom　layer　of　deposits　was　ca．33，580　yrsBP．　The　moor　deposits　had　continuously
accumulated　since　the　Last　Glacial　to　the　Postglacial　age．　Local　pollen　zone“a”to　zone
“h”was　established　from　the　pollen　analysis　of　the　deposits．　Characteristics　of　dominant
pollen　assemblage　correlated　zone“a，　b，　c”with　the　Last　Glacial　age，　zone“d”with　the
Late　Glacial　age，　and　zone“e，　f，　g，　h”to　the　Postglacial　age．　From　the　results，　the　forest
vegetation　change　of　the．陀πpeninsula　is　thought　to　be　as　follows．　Pinaceae　temperate
conifer　forests　dominated　during　the　Last　Glacial　age　withα膨07ηθ7歪αand　Sciadopitys
（Since　33，000　yrsBP）．　Cooling　of　the　Last　Glacial　age　was　indicated　to　the　increase　in
Fagus　and　Betulα．　In　the　Last　Glacial　Maximum　Fagus　and．Betulαwere　the　dominant
forests（ca　20，000－12，950　yrsBP）．　These　forests　declined　and　C甥）tomeriαand　Sciad（～pitys
forests　spread　in　the　Late　Glacial　age（ca．12，950－9，410　yrsBP）．　Pinaceae　temperate　forests
except肋ゼθs，　gradually　decayed　in　the　early　Postglacial　age．　Warming　of　the　Postglacial
age　was　indicated　by　the　increase　in　Cyclobα1αnopsis（ca．8β80　yrsBP）．　After　that、A　bies
declined（ca．5，400　yrsBP）．　In　the　historical　age，　Pinus　remarkably　increased　and
C7ryptomeria　decreased　at　the　same　time．　With　the　results　of　the　pollen　analysis　from　the
other　sites　of　the　lzu　peninsula，　Cr：ゆtomeria　forests　had　been　dominant　and　characterized
the　peninsula　forests，　from　the　Last　Glacial　age　to　the　historic　age　with　Sciad（～♪勿s．
Keywords：Pollen　analysis，ノdishi　oihe　moor，　Cr　yptomerin－Sciadopitys　forests．
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